
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2003－61954
(P2003－61954A)

(43)公開日 平成15年3月4日(2003.3.4)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  8/00    

   �H�0�4�R 17/00    332

   �A�6�1�B  8/00    

   �H�0�4�R 17/00    332

�4�C�3�0�1

�4�C�6�0�1

�5�D�0�1�9

審査請求 未請求 請求項の数 4ＯＬ（全 7 数）

(21)出願番号 特願2001－254529(P2001－254529)

(22)出願日 平成13年8月24日(2001.8.24)

(71)出願人 000153498

株式会社日立メディコ

東京都千代田区内神田1丁目1番14号

(72)発明者 伊藤 卓史

東京都千代田区内神田1丁目1番14号  株式

会社日立メディコ内

(72)発明者 八木 朋之

東京都千代田区内神田1丁目1番14号  株式

会社日立メディコ内

(74)代理人 100114166

弁理士 高橋 浩三

最終頁に続く

(54)【発明の名称】 超音波探触子用ケーブル、超音波探触子及び超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  目視によって信号番号と同軸ケーブルとの対
応関係を容易に識別でき、配線作業工程を簡素化できる
ようにする。
【解決手段】  超音波探触子の音響部アレイと超音波診
断装置とを複合同軸多芯ケーブル１００で接続する。複
合同軸多芯ケーブル１００の同軸線１～４８は、目視で
識別可能に色分けされている。色分けされた同軸線１～
４８の複数本がさらに目視で識別可能な複数のユニット
５５～５８にそれぞれまとめられている。各ユニット５
５～５８は色分けされたり又は認識マークなどで識別可
能となっているので、ユニット５５～５８と同軸線の色
を特定するだけで、同軸線を目視によって識別すること
ができる。



(2) 特開２００３－６１９５４

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波探触子の音響部アレイと超音波診
断装置とを接続する複合同軸多芯ケーブルであって、前
記複合同軸多芯ケーブルの同軸線が目視で識別可能に色
分けされており、色分けされた前記同軸線の複数本がさ
らに目視で識別可能な複数のユニットにそれぞれまとめ
られていることを特徴とする超音波探触子用ケーブル。
【請求項２】  超音波を送受波する音響部アレイを備え
た超音波探触子と、
前記超音波探触子の音響部アレイに接続される複合同軸
多芯ケーブルであって、前記複合同軸多芯ケーブルの同
軸線が目視で識別可能に色分けされており、色分けされ
た前記同軸線の複数本がさらに目視で識別可能な複数の
ユニットにそれぞれまとめられている超音波探触子用ケ
ーブルとを備えたことを特徴とする超音波探触子。
【請求項３】  請求項２において、前記複合同軸多芯ケ
ーブルの前記ユニットの配列方向と前記音響部アレイの
配列方向又は前記複合同軸多芯ケーブルを中継する基板
のランドの配列方向とがほぼ一致するように前記同軸線
が割り振られて前記音響部アレイに接続されていること
を特徴とする超音波探触子。
【請求項４】  超音波を送受波する音響部アレイを備え
た超音波探触子と、
前記超音波探触子の音響部アレイへ電気信号を印加し、
前記音響部アレイからの検出信号を受信する複合同軸多
芯ケーブルであって、前記複合同軸多芯ケーブルの同軸
線が目視で識別可能に色分けされており、色分けされた
前記同軸線の複数本がさらに目視で識別可能な複数のユ
ニットにそれぞれまとめられている超音波探触子用ケー
ブルと、
前記超音波探触子用ケーブルに前記電気信号を出力し、
前記超音波探触子用ケーブルから前記検出信号を取り込
んで超音波画像を作成する制御手段とを備えたことを特
徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波探触子の音
響部アレイと超音波診断装置とを接続する超音波探触子
用ケーブル、超音波探触子及び超音波診断装置に係り、
特に超音波探触子用ケーブルを構成する同軸線の構成
と、そのとを同軸線と音響部アレイとの配線方法に改良
を加えた超音波探触子用ケーブル、超音波探触子及び超
音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】医療分野において生体内を観察するため
に、超音波診断装置が使用されている。超音波診断装置
は、超音波探触子から被検体へ超音波を送波し、被検体
からの反射エコーを超音波探触子で受波し、検出した信
号から被検体の画像データを作成して表示装置に表示す
るものである。超音波の送受波を行う超音波探触子は、
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複数の短冊状の振動子素子を一次元方向にアレイ状に配
列した音響部アレイで構成されている。
【０００３】この音響部アレイと超音波診断装置との間
は、複合同軸多芯ケーブルからなる超音波探触子用ケー
ブルで接続されている。この複合同軸多芯ケーブルは、
その同軸線の色が全て同色であったり、または同軸線を
数本束ねて撚り合わせた集合体（ユニット）単位に色分
けがなされているだけであり、その両端側の同軸線を目
視で識別することができなかった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】従って、このような複
合同軸多芯ケーブルからなる超音波探触子用ケーブルを
用いて音響部アレイと超音波診断装置とを接続しようと
した場合、超音波探触子アレイの信号番号と複合同軸多
芯ケーブルの同軸線１芯１芯とを目視によって１対１に
対応付けることができない。そこで、従来は、超音波探
触子アレイの信号番号と複合同軸多芯ケーブルとを１対
１に対応付けるために同軸ケーブルの両端（音響部アレ
イ側端と超音波診断装置側端）で電気的な導通確認を行
なっていた。すなわち、超音波探触子の音響部アレイの
信号番号に対応したランドと、同軸ケーブルとを接続配
線する場合、同軸ケーブルの両端（アレイ側端と超音波
診断装置側端）で電気的に導通確認を行い、確認が取れ
た時点で同軸ケーブルとランドとを接続するという作業
を行なっていた。このように従来は、一々導通確認を行
なっていたために、接続配線の作業効率が悪くなり、全
ての配線接続作業を終えるのに丸一日若しくはそれ以上
の時間を費やしてしまうという問題があった。また、配
線作業終了後に配線確認を行なった場合、配線ミスが発
生する確率も高く、問題となっていた。
【０００５】本発明は、上述の点に鑑みなされたもので
あり、目視によって信号番号と同軸ケーブルとの対応関
係を容易に識別でき、配線作業工程を簡素化することの
できる超音波探触子用ケーブル、超音波探触子及び超音
波診断装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】請求項１に記載された超
音波探触子用ケーブルは、超音波探触子の音響部アレイ
と超音波診断装置とを接続する複合同軸多芯ケーブルで
あって、前記複合同軸多芯ケーブルの同軸線が目視で識
別可能に色分けされており、色分けされた前記同軸線の
複数本がさらに目視で識別可能な複数のユニットにそれ
ぞれまとめられているものである。超音波探触子用ケー
ブルには通常複合同軸多芯ケーブルが使用される。例え
ば、４８芯のケーブルの場合に、同軸線の絶縁被覆を６
色で色分けし、それぞれ別の色となるように分けると全
部で８ユニットになり、同色が２芯となるように分ける
と全部で４ユニットになる。また、同軸線の絶縁被覆を
８色で色分けし、それぞれ別の色となるように分けると
全部で６ユニットになる。このようにケーブルの芯数、
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同軸線の色の配置、それに伴うユニット構成を種々変化
させることによって様々なケーブルを構成することがで
きる。このように色分けされた同軸線を備えたケーブル
の場合、各ユニットは色分けされたり又は認識マークな
どで識別可能となっているので、ユニットと同軸線の色
を特定するだけで、同軸線を目視によって識別すること
ができるようになる。なお、ユニット内に同色の同軸線
が複数存在する場合でも、その同色の同軸線についてだ
け導通確認を行なうだけでよいので作業効率は格段に向
上する。
【０００７】請求項２に記載された超音波探触子は、超
音波を送受波する音響部アレイを備えた超音波探触子
と、前記超音波探触子の音響部アレイに接続される複合
同軸多芯ケーブルであって、前記複合同軸多芯ケーブル
の同軸線が目視で識別可能に色分けされており、色分け
された前記同軸線の複数本がさらに目視で識別可能な複
数のユニットにそれぞれまとめられている超音波探触子
用ケーブルとを備えたものである。これは、請求項１に
記載された超音波探触子用ケーブルを音響部アレイに接
続して超音波探触子を構成したものである。
【０００８】請求項３に記載された超音波探触子は、請
求項２において、前記複合同軸多芯ケーブルの前記ユニ
ットの配列方向と前記音響部アレイの配列方向又は前記
複合同軸多芯ケーブルを中継する基板のランドの配列方
向とがほぼ一致するように前記同軸線が割り振られて前
記音響部アレイに接続されているものである。これは、
請求項１の超音波探触子用ケーブルのユニットの配列方
向と音響部アレイの配列方向又は前記複合同軸多芯ケー
ブルを中継する基板のランドの配列方向とがほぼ一致す
るように、同軸線が割り振られているので、同軸線を音
響部アレイに割り振られた順番で接続することによって
同軸線の１芯１芯の交差を最小にすることができ、配線
スペースを少なくすることができるため、探触子の小型
化が可能となる。
【０００９】請求項４に記載された超音波診断装置は、
超音波を送受波する音響部アレイを備えた超音波探触子
と、前記超音波探触子の音響部アレイへ電気信号を印加
し、前記音響部アレイからの検出信号を受信する複合同
軸多芯ケーブルであって、前記複合同軸多芯ケーブルの
同軸線が目視で識別可能に色分けされており、色分けさ
れた前記同軸線の複数本がさらに目視で識別可能な複数
のユニットにそれぞれまとめられている超音波探触子用
ケーブルと、前記超音波探触子用ケーブルに前記電気信
号を出力し、前記超音波探触子用ケーブルから前記検出
信号を取り込んで超音波画像を作成する診断手段とを備
えたものである。これは、請求項１に記載された超音波
探触子用ケーブルを用いて超音波探触子の音響部アレイ
と超音波診断装置の診断手段とを接続して超音波診断装
置を構成したものである。
【００１０】
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【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を添付
図面に従って説明する。図１は、本発明の超音波探触子
用ケーブルに係る一実施の形態の構成を示す断面図であ
る。超音波探触子用ケーブル１００は、基本的に複合同
軸多芯ケーブルで構成される。この超音波探触子用ケー
ブル１００は、同軸線１～４８、粗巻糸５１～５４、バ
インドテープ６０、遮蔽７０及びシース８０から構成さ
れる。この超音波探触子用ケーブル１００は、４８本の
同軸線１～４８で構成された４８芯複合同軸多芯ケーブ
ルである。同軸線１～４８は、所定の規則に従って着色
された絶縁被覆を有するものであり、図では１２芯の同
軸線１～１２，１３～２４，２５～３６，３７～４８が
それぞれ撚り合わせられて一つのユニット５５～５８を
構成している。一つのユニット５５～５８には６色に着
色された絶縁被覆を備えた同軸線がそれぞれ２芯ずつ設
けられている。粗巻糸５１～５４は、各ユニット５５～
５８がばらけないように固定するものであり、ユニット
５５～５８の外周に螺旋状に巻かれた糸であり、それぞ
れのユニット５５～５８を識別するために着色されてい
る。バインドテープ６０は、４つのユニット５５～５８
全体を固定するものである。遮蔽７０は、複合同軸多芯
ケーブルの耐外来ノイズ性を高めるためのものである。
シース８０は、これらの各構成要素を一纏めにするもの
である。
【００１１】同軸線１～４８の絶縁被覆は、例えば全部
で６色に着色されており、１つのユニット５５～５８に
６色（黒、赤、黄、緑、青、白）が２組の順列で配置し
てある。各々のユニット５５～５８には、ユニット５５
～５８の識別が可能となるように、それぞれ色違いの粗
巻糸５１～５４が、ユニット５５～５８の上に螺旋状に
巻かれている。なお、ユニットの識別は、粗巻糸５１～
５４の色にこだわることなく、例えば、薄い色違いのテ
ープまたは、パターン認識マークの印刷された薄いテー
プ等を螺旋状に巻いたものであっても、前述の粗巻糸５
１～５４の場合と同様の効果が得られることはいうまで
もない。
【００１２】図１では、各同軸線１～４８の上側に、そ
の同軸線の絶縁被覆の色が、下側にその符号がそれぞれ
示されている。また、同軸線１～４８の各符号は、超音
波探触子の信号番号を表すものである。従って、各ユニ
ット５５～５８の同軸線１～４８の絶縁被覆の色が、超
音波探触子の信号番号を表することになる。従って、複
合同軸多芯ケーブルの同軸線と超音波探触子の信号番号
が２分の１の確率で１対１に対応するようになってい
る。すなわち、この実施の形態の場合、各ユニットには
同色が２個存在するので、２分の１の確率で複合同軸多
芯ケーブルの同軸線と超音波探触子の信号番号とが対応
することになる。そこで、同色については導通確認を行
なって正確な対応関係をとることになる。なお、各ユニ
ット内をそれぞれ異なる色の同軸線で構成すれば、この
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ような導通確認は不要である。
【００１３】図２は、小型超音波探触子内における図１
の超音波探触子用ケーブルの各同軸線の配線状態を模式
的に示す図であり、図３は図２の配線状態の概略を示す
斜視図である。探触子ハウジング９０の内部には探触子
音響部９１が収納され、探触子音響部９１の背面には同
軸線１～４８に接続されるランドＡ～Ｈを備えた基板９
２が配置されている。基板９２は、一般的に、ＰＣＢや
ＦＰＣで構成されている。ランドＡ～Ｈは、探触子音響
部９１の長軸方向に８列、短軸方向に６列配置され、全
部で同軸線１～４８の４８個分の信号番号に対応してい
る。
【００１４】図２（Ｂ）に示すように、超音波探触子用
ケーブルの断面図の各ユニット５５～５８を上下６本の
同軸線に区切る点線が示されている。この点線の上下
に、ランドＡ～Ｈに対応する符号が付されている。すな
わち、同軸線１～６はランドＡに、同軸線７～１２はラ
ンドＢに、同軸線１３～１８はランドＣに、同軸線１９
～２４はランドＤに、同軸線２５～３０はランドＥに、
同軸線３１～３６はランドＦに、同軸線３７～４２はラ
ンドＧに、同軸線４３～４８はランドＨにそれぞれ対応
し、それぞれのランドに接続される。
【００１５】図２及び図３から明かなように、小型超音
波探触子における超音波探触子用ケーブル１００の各同
軸線１～４８の配線スペースは、その出口付近で、もっ
とも同軸線１～４８が積み重なった状態になっている。
そのために、この出口付近で同軸線１～４８同士の交差
が多いと、同軸線１～４８がかさ張り、限られた超音波
探触子の探触子ハウジング９０の内部スペースを有効に
利用することができなくなり、超音波探触子を小型化す
ることができなくなってしまう。そこで、探触子ハウジ
ング９０内の限られたスペースを有効に利用するために
は、超音波探触子用ケーブル１００の出口付近で同軸線
１～４８同士の交差をなるべく少なくする必要がある。
【００１６】この実施の形態に係る超音波探触子用ケー
ブル１００を小型超音波探触子に適用することによっ
て、従来のものにはない探触子の小型化が可能である。
それは、この実施の形態に係る超音波探触子用ケーブル
１００の同軸線１～４８を基板９２のランドＡ～Ｈに接
続する際、同軸線１～４８同士の交差を少なくすること
ができるからである。まず、ランドＡの列に接続される
同軸線は、図２（Ｂ）の１番下に配置されたＡ列の同軸
線１～６である。そして、このＡ列の同軸線１～６の上
にはＢ列の同軸線７～１２が積み重ねられ、ランドＢの
列に接続される。さらに、Ｂの列の同軸線７～１２の上
にはＣ例の同軸線１３～１８が積み重ねられ、ランドＣ
の列に接続される。以下同様にして、各Ｄ～Ｈ列の同軸
線１９～２４，２５～３０，３１～３６，３７～４２，
４３～４８が順次積み重ねられ、それぞれ対応するラン
ドＤ～Ｈの列に接続される。なお、各同軸線１～４８の
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アース線は、一箇所にまとめられてアース部材に接続さ
れたり、図４に示すようにランドＡ～Ｈを取り囲むよう
に設けられたアース部材９３に接続される。図４のよう
にアース部材９３がランドＡ～Ｈに近接し、かつランド
Ａ～Ｈを取り囲んでいることから同軸線同士のクロスト
ークの影響を減少させることができるという効果があ
る。
【００１７】このように超音波探触子用ケーブル１００
の超音波信号番号を決定する際に、超音波探触子用ケー
ブル１００のユニットと超音波探触子内部の音響部アレ
イの配列方向又は基板９２のランドの配列方向の位置関
係をそれぞれほぼ一致させることによって、超音波探触
子用ケーブル１００の出口付近における同軸線の交差を
比較的少なくすることができる。すなわち、図２の超音
波探触子用ケーブル１００の場合は、その下側のユニッ
ト５５の同軸線１～６から順番に超音波信号番号への割
り当てを行なっている。これによって、小型超音波探触
子の限られた内部スペースを有効に活用でき、探触子を
より小型化することが可能となる。なお、上述の説明で
は、探触子の厚み方向に複合同軸多芯ケーブルの割り振
りを行なったが、基板におけるランドの配置が、探触子
音響部に対して垂直方向に配置されている場合は、複合
同軸多芯ケーブルの割り振りを左右方向に行なえば、同
等の効果が得られることはいうまでもない。
【００１８】以上、この実施の形態に係る超音波探触子
用ケーブルによれば、超音波探触子の音響部アレイと超
音波診断装置の信号伝達の中継を行なう複合同軸多芯ケ
ーブルにおいて、同軸線の絶縁被覆の色分けと複合同軸
多芯ケーブルの構成によって、同軸線と超音波探触子信
号番号とをほぼ１対１で対応付けることが可能となり、
配線作業時、目視で同軸線の識別が可能となる。また、
超音波探触子内部の限られたスペ－ス内で同軸線の配線
を行なう際、複合同軸多芯ケーブルを使用し、複合同軸
多芯ケーブルの構成と超音波探触子内部の同軸線の配列
を組み合わせることにより、超音波探触子内部の限られ
たスペ－ス内において、同軸線の１芯１芯の交差を最小
にすることができ、配線スペースを少なくすることがで
きるため、探触子の小型化が可能となる。
【００１９】なお、複合同軸多芯ケーブルの芯数、色の
配置、ユニット構成は種々変更することが可能であり、
請求項の範囲を逸脱しない限り、様々な応用が可能であ
る。例えば、図５の複合同軸多芯ケーブル１０１のよう
に同軸線１～７，８～１４，１５～２１，２２～２８，
２９～３５，３６～４２，４３～４９を一つのユニット
となるように粗巻糸で巻いたものを用いてもよい。この
ように、一つのユニット内の同軸線の色がそれぞれ異な
る場合には、導通確認を行なわなくても目視だけでそれ
ぞれの同軸線と信号番号とを対応付けることが可能とな
る。
【００２０】



(5) 特開２００３－６１９５４

10

7
【発明の効果】本発明の超音波探触子によれば、目視に
よって信号番号と同軸ケーブルとの対応関係を容易に識
別でき、配線作業工程を簡素化することができるという
効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の超音波探触子用ケーブルに係る一実
施の形態の構成を示す断面図
【図２】  小型超音波探触子内における図１の超音波探
触子用ケーブルの各同軸線の配線状態を模式的に示す図
【図３】  図２の配線状態の概略を示す斜視図
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【図４】  図３の基板上のランドの配列とアース部材の
配列の概略を示す図
【図５】  図１の超音波探触子用ケーブルの別の実施の
形態を示す図
【符号の説明】
１００…超音波探触子用ケーブル、１～４８…同軸線、
５１～５４…粗巻糸、５５～５８…ユニット、６０…バ
インドテープ、７０…遮蔽、８０…シース、９０…探触
子ハウジング、９１…探触子音響部、９２…基板、９３
…アース部材

【図１】 【図２】
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